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本実ʁĺĦでは、ƶ学ɉƟ導要ʬがǬめる思考力のɣǼから、Ť学ǖ図画工作科におけるデッサンをȋい

た授業をǟ想し、その授業実ʁが思考力の基盤となるČʐ的思考を育むためにǅȋ性があるのかǛɪを行っ

た。ǟ想にあたり、ƶ学ɉƟ導要ʬでǬめられているÏǸİʨな時Ùにおいても「ǉ知のȃǰに対Ƈできる」

思考力を育むために、どのような手ȭてが必要なのか、ƝÜしたŤ学ǖ３ű生の子どものĀ体的な姿からɶ

ʮɬ定を行った。発達段階をʂまえ、「ɥる」ことに重Ǽを置いたデッサンのƟ導と「ɥる」ことを生かした

授業実ʁから見えた子どもの変容から、思考力の基盤となるČʐ的思考が育まれることで、絵やƳȮの表現

がȄ自の世界ɥをもつ自己表現に変ēしていくことが明らかになった。 

	
�%75/1$2˅思考力 Čʐ力 表現力 図画工作科 デッサン 
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Ƴ部科学Ș（201�）は、学ɉƟ導要ʬにおいてā容

をǘųにおいてƮえ動かす力（�ン©�ン�Á）をɼ

ɾ・ɐ力の知ɸに関するもの、思考やćƵ、表現等に

関わるもの、Ƌ意やƏ度に関するものの３つのǕと

して整理した。Ĳȭ教育ƯȵȠ究所（201�, pp.190-

199）は、ɼɾ・ɐ力にǬめられる階Ũ性をʂまえ、

思考力を中Ǘとし、それをƮえる基ȣ力と思考力の

èい方を方Ĥ付ける実ʁ力の � Ũでɼɾ・ɐ力をǟ

ʐēしている。中Ǘとなる思考力は、Ĭʮ解Ǯ・発見、

ɷ理的・ƕć的・Čʐ的思考、²�認知・学び方の学

び方からǟƐされ、高次な思考をöかせながら、主体

的・ĕö的にĬʮを解Ǯし、更にƶたなĬいを見いだ

していく力を意味している。大ǌ（201�）は、思考力

を育むことにより、Ġ教科のȂɾにƇじて、見方・考

え方をöかせ、知ɸ・Ɩɐを活ȋする中で考えたりć

Ƶしたり表現したりする学びをù実させることにつ

ながると示īしている。つまり、思考力の育Ɛがšǐ

的にȥÞや生活にȖʩするɶʮを主体的に解Ǯし、

Čり出すことにつながることを明らかにしている。 

Ť学ǖ中学űの子どもたちは、ťしずつ自分をï

ȝして見ることができるようになってくる。他者と

自分をǪʇし、自分の思いをȺȖに表現しづらくな

る一方で、多様性を認め合い、ĕöして学び合うȺĶ
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が育まれる重要な発達段階でもある。しかし、発達段

階が上がっていくにつれ、自分の思いをȺȖに表現

することに自信が持てなくなる子どもの実Əも見ら

れる。その要įとして、ħりの大人のɮ価や自分のǏ

子定ɢで他者と自分をǪʇすることにより、øďを

ćƵし、思いのまま表現することに対してʄʃして

しまうことがƦŝできる。   

このことは、Ť学ǖ高学űや中学ǖ、高等学ǖで活

発ēしていくアク��«¸Á£ン�や主体的・対ɯ

的で深い学びの実現にĤけた学びの基盤に大きなƬ

ňをÇえるものになりかねない。すなわち、「多様性

にĤき合い、表現する楽しさを育む」ことがŤ学ǖ中

学ű教育にǬめられているのではないかと考える。 

そこで本ȩは、Ť学ǖ中学űを対ɺに実ʁしたɥ

る力を育むデッサンとɥる力を生かした授業の考ŝ

から、中学űにおける表現する楽しさを育む教育の

ĵり方がどのように思考力の育ƐにśÇしているの

かǛɪすることを目的とする。 
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「多様な見方に気付く」ためには、子どもたちに

「ɥる」力を育むことが必要となる。デッサンは、「本

物のように描くこと」を目的にしがちであるが、描く

ためには「よくɥる」ことが必要ÆĝǢである。そこ

で、デッサンを学びのǕにƢえ、子どもたちの「ɥる」

力がどのように変容するのかをǛɪする。 

ˆ方Ǳˇ 

（対ɺ）˅ ３űＡ組（男 15 ģ 女 15 ģ ɩ �0 ģ） 

（Ƹ時）˅ 20�� űˀǄ上ƹ（３・４ǖ時） 

（場所）˅ ＢŤ学ǖ３űＣ組教ř 

8筆者がŤ学ǖ３ű生ƝÜのため、以Åの実ʁも同

様とする。 

デッサンの基本的な描き方について「線」「光影」

「®��·ン」の３ɥǼをについてȢ認し、３時間目

は「鉛筆」と「定ɢ」、４時間目は「Ƕし�±」と「身

のĮりにあるĀ体物」と身ʋで描きやすいǍを段階

的にʘƚしながら２時間でƟ導を行った（図１参照）。 

 

図１ デッサンの授業の様子 

 

_ %$#&�����5���48 

子どもたちは、対ɺ物をよく見ながら描く経ʴを

したことで、普段では気付かない形やɾ感や色合い、

ŉ行き等の違いに自然と気付くようになった（デッ

サン後の児童の感想の一部を抜粋する 図２参照）。

子どもたちは、図画工作科で作った作品をæ度も見

ʌしたり、ÃŞにîǥしたりするようになるなど、

「見る」意ɸから「ɥる」意ɸ­と変ēし、表現への

こだわりがŻくなっていく姿が見られるようになっ

た。それは、子どもたちが対ɺやÐɺであるものの様

子、出ǐÐなどを形や色などのʐ形的なɣǼで捉え

ることによって、イ²Á�をɑらませたり、明Ȣにさ

せたりしながら表現にɀび付いていることを体Ƃし

ていったとも言いƩえることができるであろう。「多

様な見方に気付く」ことは、自分の思いを表現するた

めの大Ðな基盤となることを示していた。 

 デッサンは、学ɉƟ導要ʬ図画工作科Ʌ（Ƴ部科学

Ș，2019）にも、Ɵ導ā容としては取り上げられてい

ない。つまり、授業āで必ずしもƔう必要のないʮǍ

ということである。しかし、一度描き方を知ると、Ȭ

き時間やʤ間時間を見つけて、一人で取り組めると

いうĉǼがある。 

現ĵの子どもたちの一Ƹの学ǖ生活においては、

アク��«¸Á£ン�や主体的で対ɯ的な深い学び

にĤけた授業、行ÐにĤけたɯし合い活動等で友だ

ちとĕöしながら目的にĤかって学ɉする時間がĴ

ñ的にʞく、一人でʦ中してæかに取り組む時間は

ǝȰにȟい。そのような現ÙȂǅの学ǖ生活も影響
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しているのであろう。デッサンをしている時間に自

分の心を落ち着かせたり、自分の世界に没頭したり

することを好む子どもたちが学級の半分以上を占め

ていった。 

また、時が経つにつれ、主体的にデッサンに取り組

む子どもたちの姿をあらゆる時間に見ることができ

た。「描く」「見合う」「生かす」「真似する」という学

びのサイクルが子どもたち同士で自然と生まれ、次

第に学級全体へと輪が広がっていった。鳥居（2004, 

pp.159-179）は、９歳は見た通りの真実を追究する絵

を描くようになり、大人と同じような捉え方でより

リアルな描き方に変わっていく段階としている。教

師側からデッサンを提示するのではなく，子どもた

ちがリアルな描き方に興味を抱き、自然発生してい

った学びであるということ、そして教師も図画工作

科の授業の導入等で時折、子どもたちの描いた作品

に対して価値付けしてあげたり、意図的にデッサン

の作品を取り上げたりすることにより、子どもたち

は、表現に挑む意欲が更に高まっていき、主体的に学

ぶ楽しさや良さを子どもたち自身が実感していくよ

うになっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッサンに取り組んでいる最中、子どもたちの中

で上記のようなやり取りがあった。普段は、自分の発

言や行動に自信が持てず、自己肯定感の低かったＣ

１だったが、このやり取りをきっかけにして、デッサ

ンを生かした表現に自信を深めていくと同時に、他

者理解に目覚めた瞬間でもあった。その後、Ｃ１は

「本物みたいに描けているね。」「この影の描き方が

とてもきれいだね。」「線の描き方を工夫してるから、

鉛筆がハッキリと見えるんだね。」と友達の表現を認

める発言が次第に多くなっていった。 

図画工作科の学びにおいては、教師が一人一人の

子どもたちの個性が尊重される環境を整えることが

必要である。上記のＣ１とＣ２とのやりとりからの

変容が表すように、表現力には、他者との関わりも大

きな影響を及ぼすことが理解できる（図３・４参照）。

他者の表現を認め合い、安心して自己表現ができる

土壌を学級に培っていくことで、一人一人の多様な

表現がより表出されるようになるとともに、同じも

のでも見る人が異なれば、多様な見方・考え方がある

ことを理解し合うことになる。さらには、表現の認め

合いから、自らの見方・考え方を表現することに自信

をもち、楽しむといった仲間関係の基盤が育まれて

いくことが明らかになった。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図２ デッサン後の児童の感想（一部抜粋） 

Ｃ１「鉛筆と置き物も描いてみたよ！」 

Ｃ２「本物みたいだね。私と線が違う。」 

Ｃ１「ありがとう。鉛筆を寝せて、ぼかすように 

して、手でこすると・・・」 

Ｃ２「影になるんだ。すごい！真似して描いてい 

い？」 

Ｃ１「もちろん。いいよ。」 

 

・デッサンをすると、よく見てかくことが大切だ

と言うことがわかった。           （Ａ男） 

・先生が言っていた、かいている物が一番輝く場

所をさがして、自分の思った通りにかけると

うれしかった。                  （Ｂ女） 

・同じ物をかいていても、１人１人かき方や見え

方が違うことがおもしろかった。      

（Ｃ男） 

・デッサンでも、自分らしくかけることを知っ

て、楽しいなと思ったし、友だちや先生からほ

められて自信になった。 

（Ｄ女） 

・ふだんの生活で、色々な建物や物を見る時にデ

ザインや色、もよう、光の当たり方が気になっ

て見るようになり、「すごいな」と思うように

なった。               （Ｅ男） 

・デッサンに初めて取り組んでみて、物をよく見

ると、たくさんのひみつがかくれていること

に気づきました。色やもよう、形など自分の中

で今度からは、こだわってかいてみたいと思

った。                （Ｆ女） 
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図３ 影と線ɾにこだわったデッサン 

 

   
図４ 影と線ɾの影響をĜけたデッサン 
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（ʮǍ）˅ ふしJなのりもの（３ű ʟʢĹ） 

（対ɺ）˅ ３űＡ組（男 1� ģ 女 15 ģ ɩ 2� ģ） 

（Ƹ時）˅ 20�� ű 10 Ǆ中ƹ（３ǖ時） 

（場所）˅ 図工ř１ 

デッサンで身に付けた「ɥる力」を発想と表現に生

かすʮǍとして、「ふしJなのりもの」をɬ定した。

本ʮǍは、身ʋな物を描き、それらをÎり物に見ȭて

ながら発想を広げ、自分だけの「ふしJなのりもの」

を表すことがねらいとなる。 

ʮǍの導入において、教řāの身ʋな物を提示す

る。その後、身のĮりの物をよくɥŝさせ、鉛筆や�

ン�、ǻ鉛筆などの画Ǎをèいながら、デッサンをさ

せていく。更にどうしたら動かせるようになるのか、

そのためには、どのような部品が必要で、どんな場所

でÎれるのか、などをĬいƤけることで発想を広げ

させていく。そのʥの表現する方Ǳとして、�¸Á�

¶と出合わせたり、自他の表現をʝɽし合う時間を

ɬ定したりすることで、作品への思いをɑらむよう

にするとともに、ƶしい気付きをƂたりしながら、も

っと自分らしく描きたいという思いを持たせていく

（図ˀ・ˁ・˂参照）。ʮǍのȽǊにおいては，「ふし

Jなのりもの」をľにɻり、学級全体でʝɽする時間

をɬ定する。ŔƐさせた「ふしJなのりもの」の�´

¸リÁ Áクを通して、ȼÖしたり，友達の作品のよ

いところをɯし合ったりして、自他の作品のʩȒさ

や楽しさを感じ取らせ，自らつくりだすĭびを味わ

うというʮǍである。 

Ċ時までのデッサンを生かしながら、「どんな場所

をどんなʱに動くのかな」と全体にƗげƤけるとと

もに、�¸Á�¶のǹ示をしながら想÷を広げる。ま

た、部品を付けĎえる必要感を持たせたり、描きたい

Îり物のȂƃを考えさせたりしながら、表現への思

いを高めていけるようにしていく。更に、身ʋな物の

ǟƐやȂƃをÎり物に生かしている子どもの表現を

取り上げる。対ɺ物のȂ色を生かしたʩȒさに気付

かせたり、目をĤけさせたりして，ƶたに発想やǟ想

をさせていく授業である。 

 

 
図ˀ 授業の様子（デッサン時） 

 
図ˁ 授業の様子（�¸Á�¶時） 
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図˂ ǒǂ（デッサンからÎり物への表現） 
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学級の子どもたちは、デッサンの出合いから本実

ʁまでの間に「ɥる」意ɸが高まっていたことで、対

ɺ物のȂ色を生かしたʩȒさに気付き、ƶたに発想

やǟ想する姿が見られるようになってきた。鉛筆や

Ǚ子、§��、ôなどのデッサンに取り組んでいた

が、その対ɺ物のȂƃを生かし，次々と自分なりのÎ

り物に変身させていった。 

ŔƐした作品を分Ǔしていくと、Ȭき時間等で主

体的にデッサンに取り組んでいた子どもの表現に変

ēが見られるようになってきたことがわかってきた

（図˃・９参照）。 

それは、「対ɺ物のȂ性のある部分に着目して表現

している」ということである。この３作品にÿ通し

て、デッサンした対ɺ物をそのままèうことはなく、

対ɺ物の持っているȂ性の一部を生かして、自分な

りの表現にČりȖしている。学級において、デッサン

を自主的に取り組んでいた子どもたちの作品からも

同じような表現のȂƃが明らかになった。 

また、授業中に子どもたちから「ɥる力」が自分な

りの� ÁリÁを「Čʐ」することにもつながるやり

取りが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やり取りをしていたＣ３の子どもは、普段からȬ

き時間を活ȋし、自主的にデッサンに取り組んでい

た。鉛筆やǶし�±だけでなく、ŧŃでǚ物やɛ、動

物等も対ɺ物として描いている姿をæ度もȢ認し

た。一Ț»ª�²¸のǆʗ部分に着目し、そのままの

�²¸のȃƏではなく、ǆʗ»ン�をáばしてデッ

サンし、自らのÎり物を表現していた（図 10 参照）。 

このようなʔȨをʂまえながら、自分の表現とĤ

き合い、作品への達Ɛ感を味わうとともに、Îり物に

� ÁリÁを付けĎえていた。そして�´¸リÁ 

Áクでは、自他の表現のʩȒさに気付いている表Ƌ

のＣ３をɥŝできた。 

 
図˃ Ȗ線をǀげてŉ行きを出す表現の工夫 

 

 
図９ ËǙ子をひっくりʌす表現の工夫 

 
図 10 ǆʗ»ン�をáばす表現の工夫 

Ｃ３˅私は、�²¸をデッサンしたんだよね。 

Ｃ４˅先生の一Ț»ª�²¸か・・・。 

Ｃ３˅»ン�をáばしたらʩȒいと思うの。 

Ｃˀ˅えっ、どうなるの？ 

Ｃ３˅ ¨·ÁンとŒŕまで行ける力ŻいÎり物に

変身するんじwないかな・・・って。¼�

ッ のような¼�ッ じwないようにし

たいんだよね。 

Ｃ４˅ なるほどね。それが自分だけのÎり物だね。 
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 ˀǄにデッサンをƟ導してから、この授業実ʁに

取り組んだȸ半ű間でデッサンに自主的に取り組ん

だ子どもたちは、学級のおよそ半分であった。学級全

体で主体的に取り組むことに関しては、ɶʮがǧっ

たが、自ら取り組んでいた学級のȸ半Ʊの子どもた

ちは、表現の変ēを実感できるようになっていた。ä

à（2004, pp.1�2-1��）は、絵を見ることは、ǽƱの

経ʴを通して「真実を知る」ことであり、ƶしい経ʴ

と真実の発見をもたらすものとʍoている。デッサ

ンを通して物ÐをȻかく見るという多ʩ的そして多

ɦ的な経ʴをȪむことで、Ȃ性のある部分に着目で

きるɼɾ・ɐ力を育まれ、Čʐ的な思考がöき、Ȅ自

の世界ɥをもつ自己表現につながっていくことが明

らかになった。 
 
�  %$#&"Z��XB・考	B"J���F用

N�T-�G用 

デッサンは、「ɥる」ことで気付いたことを描画に

よって表現する活動であったが、このデッサンを通

じた見方・考え方は、物のȂƃを多ʩ的にɥる力を育

Ɛすることにつながっていた。このような力は、デッ

サンにおいて対ɺを捉えるだけでなく、様々なÐɺ

や物の見方・考え方においても発ƪされ、思考力のɟ

ʧさに関係すると思われる。 

そこで、子どもが身に付けたデッサン力がǭȋ的

なɐ力として他の場ʩにも活ȋされているのかをǛ

ɭすることとした。そのǛɭ方Ǳとして、言ɲによる

表現に着目した。なWなら，言ɲは認知と表現のÉ者

をつなL重要なſċをǔたしているからである（Ū

本 1999, pp.141-199）。また、Ťũ（201�, pp.104-

107）が、ā言は思考そのものであり、作Ƴ等によっ

て表出されるとʍoているように、作Ƴという言ɲ

表現から思考力を捉えることができると考えた。 

ű間を通じて主体的にデッサンに取り組んでいた

３人の子どもたちのƳʦで表現された「言ɲ」を分Ǔ

することで、デッサンで身に付けた見方・考え方のǭ

ȋ的な力を捉え、思考力育Ɛにおける教育的đǔに

ついてƥることとした。 

Ā体的には、ＢŤ学ǖではǩű、全ての学űで１ű

間のまとめとして 12 ǄにƳʦを作Ɛしているが、こ

のā容をǛɪした。（図 11 参照）。 

ˆ方Ǳˇ 

（言ɲ）  ˅Ƴʦ 

（Ɵ導教科）˅ Ĳɲ 

（時Ǉ）  ˅12 Ǆ中ƹAÅƹ 

（�Á¯） 「˅心にǧったこと」 

（ŎƱ）   ˅�00 Ŏ 

（Ɵ導時Ʊ）˅ ４時間 

（Ɯ出対ɺ）˅ デッサンに主体的に取り組んだ児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 学ǖƳʦのǛɭ（一部抜粋） 

 

３人の子どもたちにÿ通していることは、心にǧ

った�Á¯にĤけて、Ā体的な体ʴや経ʴをʂまえ

ながら、Ɏƾもĥめ意味があることをßえるととも

に、自ら考えた世界ɥも言əで表現するという組み

合わせ的な思考のȂƃが見られた。このȂƃは、デッ

サンを通して物ÐをȻかく見るという多ʩ的・多ɦ

的な経ʴをȪむことで、Ȃ性のある部分に着目でき

る見方・考え方が育まれ、そこからČʐ的な思考がö

き、自己表現につながっていくʔȨとʰ似している。

Ū本（1999， pp141-199）は、言ɲが認知と表現のそ

れYれに入りʊみ、É者をつなL重要なſċをƝっ

Ａ児 「˅科学」 

・サイ�ン��·Áで体ʴしたȬ気ȡのė理を自

分なりのʩȒさをɵみ手にßえつつ、科学のȺ

ƿらしさを表現している。 

Ｂ児 「˅Ȇしいʶ」 

・�ッ®���との出ÞいをʗʀでのĀ体的な�

©�Á¡をʂまえながらǂくとともに、こんな

Æ思ɹなʶに今後もっと出Þいたいというʯい

をɵみ手にßえている。 

Ｃ児 「˅Ȳかま工場」 

・工Ȩの中で、ものすごい�©Á¡でǵれてくる

ȲかまをłÝみに経ʴした「ǵしそうめん」にé

えて、ɵみ手にßえている。 
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ていることを示している。つまり、デッサンを通じた

見方・考え方がƳȮにおいてもČʐ的思考をöかせ、

Ȅ自の表現につながることが明らかになり、本ɾを

Ȫみ重ねるデッサンや見たものにŹっźられない表

現のȪみ重ねが認知的そのものや見方をʲう教育的

đǔを生み出していると考ŝすることができる。 

また、デッサンをɆりʌすことで身に付けた多ʩ

的な見方・考え方は児童Ǉの認知発達ʔȨとも関ʑ

付けて理解する必要があると考える。３ű生の認知

発達は©ア��の発達理ɷでは、Ā体的ƭ作Ǉにあ

たるが、ɚǎ（2005, pp14-17）は、Ā体的ƭ作Ǉは

２段階に分かれるとしている。すなわち、Ʊのìŏ

やȷąē、ク¸�ēができる第１段階（˂、˃ 歳）と

さらに高次なĀ体的ƭ作がĝɐになる第２段階（９、

10 歳）である。第２段階になると、ÿ通ʫをƦ理す

ることや対ɺ全体に対する見え方をƦ理することが

できるようになるとしている。本ĺĦの対ɺ児童は

３ű生でまさに第２段階の育ちが見られる時Ǉであ

る。 

デッサンは、現実の対ɺやその変ēに関する思考

がöき、表出されていた表現であった。しかし、「ふ

しJなのりもの」になると、子どもたちの思考は、Ā

体的ƭ作Ǉの第１段階をɿえ、第２段階で見られる

Ɯɺ的な物の見方・考え方がöき、自分なりの理解か

らČʐされた表現への変ēをʓげている。ここから、

デッサンの見方・考え方は児童Ǉの認知発達ʔȨそ

のものをƫĐするđǔがあるのではないかと考えら

れた。 

今後のɶʮとして、デッサンを通じた見方・考え方

のɥǼを取り入れた授業を他教科においてもǟ想

し、実ʁをǛɭしていくこと、ā言を捉えたƳʦや作

Ƴ等の見方・考え方を更にǛɭしていくことが今後

のɶʮとなる。そのǛɭをʒめていくことで、デッサ

ンと見方・考え方のȗÑ関係がより明らかになって

いくと考えている。 

 

�  
!�� 

 äà（2004, pp1�2-1��）は、「見る」ということは

「気付く」ということであり、「気付く」oきものは、

見える形ではなく、むしろǲ目すoき� （ÐƏ）で

あり、³¥を見ているのではなく、� を見ているこ

とと同じであることをɴいた。� を見るというこ

とは、� に関する理ɷ、信ƈ、経ʴのすoてが全体

として関Çしており、知るoき� のĬʮ意ɸや、や

るoき� の目ǡ意ɸに大きくŭĞされる。デッサ

ンを経ʴすることは、「見る」ことから「ɥる」こと

への変容をɱうことができるʮǍであった。 

そして９歳は、Ā体的ƭ作Ǉであり、ɷ理的思考を

Ā体的な対ɺ物からȅƂしていく発達段階でもあ

る。つまり、あることの中身を知っていなければなら

ないという思考がöく。そのɞ付けとして、鳥居

（2004, pp17�-1�2）は、９歳の絵は見た通りの真実

を追究する絵を描くようになることをʍoている。   

発達段階と学級のȸ半Ʊがű間を通してɂɃ的に

デッサンに取り組んでいた子どもの実Əからも、９

歳という中学űの時Ǉにデッサンを取り入れること

がǅȋであることが明らかになった。 

デッサンを通して、子どもたちが対ɺやÐɺであ

るものの様子、出ǐÐなどを形や色などのʐ形的な

ɣǼで捉えるだけでなく、対ɺ物を理解しようと「ɥ

る」ことができるようになった。デッサンの経ʴをȪ

み重ねていくうちに、イ²Á�をɑらませたり、� 

ÁリÁにʆƩさせたりするČʐ的思考がöくように

なり、個々の世界ɥをもつ自己表現につながるʔȨ

を体Ƃしていくことがわかった。自分の思いをȺȖ

に表現することや人の心に気付くことをƮえるČʐ

的思考は、ÏǸİʨなǉǐȥÞや生活にȖʩするɶ

ʮを主体的に解Ǯし、Čり出すことにつながる思考

力の重要な基盤となる。Ť学ǖ中学űの発達段階と

図画工作科の教科Ɵ導（デッサン）の目的が合ɓした

ことで、Čʐ的思考力が育まれる実ʁとなった。 
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